
地域再生計画（地方創生汚水処理施設整備推進交付金）事後評価調書 　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

ポンプ棟が完成したことにより揚水・沈砂・除塵機能が確保され、安定した水処理が行えるようになった。

⑦今後の方針等
　本地域再生計画においては、計画した事業の整備は完了したが、指標の１つである水質改善の目標値が未達成となった。今後、水質のさらなる改善を図り良好な住環境を創出するため、次期の地域再生計画に沿って公共下水道の整備の推進及び個人設
置型浄化槽の普及に努める。

④評価方法 市上下水道事業運営審議会にて事後評価を実施する。

⑤事後評価の公表方法 薩摩川内市のホームページに事後評価の結果を掲載する。

⑥計画全体の総合評価
 汚水処理施設整備推進交付金を活用し、公共下水道及び個人設置型浄化槽を一体的に整備できたことから、一定の水質改善が図られたと共に中心市街地人口に増加がみられ、河川の水質を改善し、暮らしやすい生活環境の整備と中心市街地の人口減少対
策に事業効果が発現できたと考えている。

計画外で独自に実施した
事業

個人設置型浄化槽については、同交付金にて２，０６３基の設置を行い、当初設定した設置目標を達成した。

その他の事業

単独浄化槽からの切替えに対する上
乗せ補助

既設の単独浄化槽から、合併処理浄
化槽への切替を推進するため、上乗
せ補助を行う。

交付金事業による浄化槽の設置と併せて、計画期間中に170件の上乗せ補助を行った。

既存住宅改修環境整備事業補助金
下水道への接続または小型合併浄化
槽への切替を行う改修に対して補助
金を交付する。

計画期間中に67件の下水道接続または浄化槽設置に関する既存住宅改修環境整備事業補助金の交付を行った。

計画していた平佐第二地区の公道内の管渠整備を完了した。これに伴い、一定の水質改善の効果が得られたが、さらなる効果発現に向けて区域内に残る私道への管渠整備を推進する必要
がある。

宮里浄化センター水処理施設
1式

704.1百万円
1式

122.2百万円
1式

689.4百万円
水処理施設の増設が完成し、汚水量の増加に対応し安定した汚水処理ができる処理能力が確保できた。

宮里浄化センターポンプ棟
1式

640.6百万円
1式

640.6百万円
1式

640.6百万円特別措置を適用して行う
事業

平佐第二地区管路整備 2.26km 0.3km 2.52km

個人設置型浄化槽 1,728基 607基 2,063基

③事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

事業の進捗状況に関する評価
計画

中間年度
（H30）

最終実績

指標２

40,468人 ○
中心市街地人口はH27年度の基準値40,201人からR4年度実績は267人増加しており、目標の40,000人（以
上）を達成している。

②地域再生計画に記載した
数値目標以外の波及効果の
実現状況

指標１

最終目標値のＲ４年度実績は、1.8mg/Lで、目標値の1.0mg/Lは上回ってはいるものの、H26年度の基準値
3.4mg/Lからは改善している。
また、春田川の川内川との合流地点の環境基準2.0mg/L以下は達成されており、公共下水道による水質改
善の効果が表れている。

指標２
定住促進
中心市街地人口

40,201
人

Ｈ２７ 40,100人 Ｈ３０ 40,260 40,000人 Ｒ４

Ｈ３０ 1.5mg/ℓ 1.0mg/ℓ Ｒ４ 1.8mg/ℓ △

最終目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度 最終実績

達成状況指標
基準値 中間目標値 最終目標値

事後評価

指標１
河川の水質改善
春田川のＢＯＤ（平均）

3.4mg/ℓ Ｈ２６ 2.2mg/ℓ
指標
総数

達成
数

2 1

鹿児島県 薩摩川内市 「うるおいのまち薩摩川内」水環境再生計画

平成２８年度～令和４年度 薩摩川内市水道局長

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況


